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    まえがき 
 

⾼齢者の増加に伴い認知症の⼈が更に増加することが⾒込まれていることを踏まえ、平成 25 年 9 ⽉、

厚⽣労働省において、「認知症施策推進５か年戦略（オレンジプラン）」が策定された。オレンジプラン

の柱の⼀つとして、認知症初期集中⽀援チームが創設されるに⾄った背景には、1）早期対応の遅れ

から認知症の症状が悪化し、⾏動・⼼理症状等が⽣じてから、医療機関を受診している例が散⾒され

る。2）ケアの現場での継続的なアセスメントが不⼗分であり、適切な認知症のケアが提供できていない。

3）これまでのケアは、認知症の⼈に「危機」が⽣じてからの「事後的な対応」が主眼となっていた。 

これに対し、今後⽬指すべきケアは、「早期⽀援機能」と「危機回避⽀援機能」を整備し、「危機」の

発⽣を防ぐ「早期・事前的な対応」に基本をおくことが求められる。この「早期⽀援機能」として期待される

のが、「認知症初期集中⽀援チーム」である。このチームは、地域での⽣活が維持できるような⽀援を、で

きる限り早い段階で包括的に提供するものであり、新たな認知症ケアパスの「起点」に位置づけられる。 

本事業の前⾝にあたる平成24年度事業で⾏った全国3か所のモデル実践の結果を踏まえ、認知症

初期集中⽀援チームの活動スキームが検討された。それを受け継ぐ形の 25 年度事業では、まず、認知

症初期集中⽀援チーム員の養成を⽬的とする研修を企画・実施、次年度以降も視野に⼊れた研修

テキストも作成した。また、並⾏して、昨年度の検討による活動スキームを基にしたモデル事業を全国 14

か所で⾏い、6 か⽉間で約 500 例の事例が集積された。併せて、全てのモデル事業実施⾃治体を巡回

し活動状況の進捗管理を⾏うことで活動上の課題を明確化し、モデル事業期間中の 2 回⽬の研修等

において課題の解決に向けフィードバックするなど、研修とモデル事業の連動性の充実も図った。 

地域の認知症の⼈や家族を早期から⽀えるための、「認知症初期集中⽀援チーム」の活動の充実

に向けて、今後も有⽤性の検証はさらに必要であるが、本年度事業では、その原型となる⼈員・費⽤・

運営等に関する要素が多⾯的に把握、考察されたと考える。今後、さらに多くの地域で試みるための、

教育ツールの改善や運⽤システムの構築を推進し、最終的には国内全域での円滑な実施にむけて、さ

らなる実践の蓄積や内容の分析が継続的に実施できる体制を整える必要があると考える。 
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Ⅰ 事業概要 
  1. 事業名 

認知症の早期診断、早期対応につながる初期集中⽀援サービスモデルの開発に関する調査研究事業 

  2. 事業⽬的 

認知症の⼈やその家族に早期に関わる「認知症初期集中⽀援チーム」が実践するサービスの標準化を図
り、実践モデルから効果的な⽀援⽅法について検証・検討を⾏う。また、チーム員の質の確保を図るための教
育ツールを開発する。 

  3. 事業実施期間 

     平成 25 年 5 ⽉ 31 ⽇ から 平成 26 年 3 ⽉ 31 ⽇ まで 

  4. 事業内容 

    かかる事業⽬的のために、全国の有識者を中⼼に、また、昨年度の体制を踏まえ、委員会を組成した。委
員会の下に、認知症初期集中⽀援チーム員への研修実施および教材制作を担当する「研修検討部会」、
モデル実践地区における活動の評価および⽀援内容の検討を担当する「モデル事業評価部会」を設置した。 

4-1 事業の具体的な内容 

   具体的には、以下の 2 つの項⽬を柱として、上記各部会が所掌し、委員会は全体を統括した。 

     ①認知症初期集中⽀援チーム員への研修（研修検討部会） 

       ・カリキュラムの開発、教材（テキスト）の作成 

       ・研修の実施（モデル 14 地域のチーム員を集め、2 回の研修を実施） 

     ②モデル事業の進捗管理および初期集中サービス内容の検討（モデル事業評価部会） 

       ・モデル地域における認知症初期集中⽀援チームの活動内容・課題の抽出 

       ・チームの安定的、継続的な活動のための経済的、実務的基盤に関する検討 

       ・事例集積によるサービス内容の検証、およびチーム員要件等の検討 

図表 1-1  事業の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 
 

    4-2 委員会体制および開催状況 

［委員会］                                             
 ⽒ 名 所 属
座⻑ ⿃⽻  研⼆ 国⽴⻑寿医療研究センター  病院⻑ 
 鷲⾒  幸彦 国⽴⻑寿医療研究センター  脳機能診療部⻑ 

 粟⽥  主⼀ 東京都健康⻑寿医療センター 研究部⻑ 
 筒井  孝⼦ 国⽴保健医療科学院 統括研究官 
 ⼭⼝  晴保 群⾺⼤学⼤学院 教授 
 東  憲太郎 公益社団法⼈全国⽼⼈保健施設協会 副会⻑ 
 武⽥  章敬 国⽴⻑寿医療研究センター 脳機能診療部医⻑ 
 清家  理 京都⼤学こころの未来研究センター 上廣こころ学研究部⾨ 助教 
 宮崎 和加⼦ ⼀般社団法⼈全国訪問看護事業協会 事務局⻑ 
 ⾼橋  裕⼦ 世⽥⾕区 介護予防・地域⽀援課 係⻑ 

厚⽣労働省⽼健局⾼齢者⽀援課認知症・虐待防⽌対策推進室 
〈事務局〉  独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター 

 
［研修検討部会］ 

 ⽒ 名 所 属
座⻑ 鷲⾒  幸彦 国⽴⻑寿医療研究センター  脳機能診療部⻑ 

 粟⽥  主⼀ 東京都健康⻑寿医療センター 研究部⻑ 
 筒井  孝⼦ 国⽴保健医療科学院 統括研究官 
 武⽥  章敬 国⽴⻑寿医療研究センター 脳機能診療部医⻑ 

 

［モデル事業評価部会］ 
 ⽒ 名 所 属
座⻑ 粟⽥  主⼀ 東京都健康⻑寿医療センター 研究部⻑ 

 鷲⾒  幸彦 国⽴⻑寿医療研究センター  脳機能診療部⻑ 
 筒井  孝⼦ 国⽴保健医療科学院 統括研究官 
 清家  理 京都⼤学こころの未来研究センター 上廣こころ学研究部⾨ 助教 
 宮崎 和加⼦ ⼀般社団法⼈全国訪問看護事業協会 事務局⻑ 
 ⾼橋  裕⼦ 世⽥⾕区 介護予防・地域⽀援課 係⻑ 

 

【委員会】 
     第1回 委員会 

⽇時   平成25年7⽉30⽇（⽔） 

議事   1 平成24年度事業の確認 

       2 平成25年度事業の事業計画 
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       3 認知症初期集中⽀援チーム設置促進モデル事業 

         ①モデル事業実施について 

         ②認知症初期集中⽀援チーム員研修について 

         ③モデル事業進⾏管理について 

     第2回 委員会 

⽇時   平成26年1⽉22⽇（⽔） 

議事   1 平成25年8⽉以降の事業の進捗について（報告事項） 

         ①認知症初期集中⽀援チーム員研修の実施状況 

         ②モデル事業の進捗状況 

           ・モデル事業実施地域のチーム員会議巡回 

           ・実績報告（8~11⽉） 

       2 事業の取りまとめに向けて（検討事項） 

【部会】 
       第1回 モデル事業評価検討部会 

⽇時   平成25年8⽉21⽇（⽔） 

議事   1 本部会のミッション確認 

         2 事業の進捗管理 

           ①認知症初期集中⽀援チーム設置促進モデル事業の⼯程表（例⽰）等について 

           ②認知症初期集中⽀援チーム設置促進モデル事業実績報告書（案）の様式について 

           ③具体的な進捗管理⽅法について 

       第1回 合同部会（第2回モデル事業評価検討部会・第1回研修検討部会） 

⽇時   平成25年11⽉1⽇（⾦） 

議事   1 事業進捗状況の報告と確認 

         2 モデル事業の進捗状況 

           ①14地域のモデル事業の進捗と全体課題等について 

           ②具体的な活動と課題について 

           ③モデル事業地域への巡回について 

         3 第2回研修：実践報告会 

           ①研修概要およびプログラム構成案について 

           ②報告様式の提供について 

         4 事業成果物 

       第2回 研修検討部会 

⽇時   平成25年11⽉15⽇（⾦） 

議事   1 実践報告会のねらいについて 
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         2 プログラム構成の検討 

           ①第1部（各地域からの実践報告）について 

           ②第2部について 

       第2回 合同部会（第3回モデル事業評価検討部会・第2回研修検討部会） 

⽇時   平成26年3⽉14⽇（⾦） 

議事   1 報告書等作成について 

         2 事業進捗状況の報告と確認 

         3 25年度事業の総括と26年度事業に向けて 

 

4-3 事業スケジュール 

  委員会および各部会は、おおむね以下のスケジュールで進⾏した。 

研修検討部会では、8 ⽉初旬に予定した第 1 回認知症初期集中⽀援チーム員研修に向け、昨年度
成果を受けて研修テキストの制作を⾏った。第 1 回研修後は、モデル事業の経過報告や課題収集からの
情報を受けながら、第 2 回チーム員研修についてのカリキュラム検討を⾏った。 

モデル事業評価部会では、まず、第 1 回チーム員研修後に実質的にスタートするモデル事業にあたって、
各地域からの実績報告に⽤いる報告フォーマットの検討を⾏った。以降、2 ヶ⽉ごとの実績報告から課題
整理を⾏うとともに、チーム員会議⽇程に合わせて、全地域への巡回視察を⾏った。 

 

図表 1-2  事業スケジュール 
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  ［世⽥⾕区］ 
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  ［⻑野市］ 
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  ［敦賀市］ 
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  ［宇治市］ 
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  ［神⼾市］ 
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  ［新⾒市］ 
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  ［宇部市］ 
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  ［荒尾市］ 
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  ［南⼤隅町］ 
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図表 2-6  実績報告様式 

   様式 1：全体報告 
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   様式 2 事例総括表 
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    （続き；モデル事業の進捗に応じて追加された項⽬を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 27 - 
 

   様式 3 個別表（対象者ごとに作成） 
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